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ＴＰなど４業種増加
特定サービス産業の売上高「

旅
行
」が
１
位
に

収
束
後
、多
く
実
施
し
た
い
活
動
内閣府調査

　
男
女
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
差
別
撤
廃
や
保
護
に
つ
い

て
、
政
府
も
各
自
治
体
も
熱

心
で
あ
る
。
別
に
悪
い
こ
と

で
は
な
い
が
、
も
っ
と
本
気

に
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
問

題
は
、
出
生
率
の
向
上
だ
。

ど
う
す
れ
ば
晩
婚
化
を
防
止

で
き
る
か
、
子
ど
も
を
産
ん

で
も
ら
え
る
か
、
最
大
の
問

題
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
経
済
の
衰
退
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
家
自
体
の
衰
退
に

直
結
す
る
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。

　
誰
も
被
害
を
受
け
な
い
た

め
、
少
子
化
問
題
は
担
当
大

臣
は
い
る
も
の
の
店
晒

た
な
ざ
ら

し
に

さ
れ
て
き
た
。
放
置
さ
れ
て

き
た
少
子
化
問
題
、
対
策
も

妙
案
も
な
く
、
い
よ
い
よ
日

本
国
衰
退
の
現
実
味
を
帯
び

つ
つ
あ
る
。
令
和
３
年
の
出

生
率
は
１
・
３
、
出
生
数
は


万
１
６
０
４
人
で
過
去
最

低
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
恐
ろ

し
い
数
字
で
あ
る
こ
と
を
認

識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
紀
元
前
６
世
紀
中
葉
、
ペ

ル
シ
ア
の
予
言
者
で
あ
る
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
が
、
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
（
拝
火
教
）
を
創
始

し
た
。聖
典
は「
ア
ベ
ス
タ
」

で
あ
る
が
、
家
庭
用
に
「
小

ア
ベ
ス
タ
」
が
あ
る
。
そ
れ

を
読
む
と
、
「
馬
に
乗
れ
」

「
犬
を
飼
え
」
「
結
婚
を
奨

励
せ
よ
」
と
説
い
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

　
「
馬
に
乗
れ
」
ば
、
放
牧

中
の
羊
を
す
ぐ
に
集
め
ら
れ

る
。
馬
を
飼
う
こ
と
は
、
銅

や
鉄
文
化
が
必
要
だ
。
蹄
鉄

て
い
て
つ

と
馬は

銜み

が
な
い
と
馬
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
馬
文

化
は
銅
や
鉄
の
製
造
を
盛
ん

に
し
、
経
済
力
を
高
め
た
。

「
犬
を
飼
え
」
は
、
家
畜
を

狙
う
狼
の
集
団
を
追
い
払
う

安
全
保
障
。
家
畜
は
財
産
ゆ

え
、
そ
れ
を
守
っ
て
く
れ
る

の
は
犬
だ
っ
た
。
「
結
婚
を

奨
励
せ
よ
」
と
は
、
遊
牧
民

の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
部
族

の
拡
大
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
は
人
口
の

増
加
を
重
視
し
、
宗
教
の
中

で
子
づ
く
り
を
教
え
て
い

た
。

　
こ
の
三
つ
の
教
訓
は
、
現

在
の
私
た
ち
の
社
会
で
も
通

用
す
る
。
が
、
結
婚
や
子
づ

く
り
を
法
律
を
も
っ
て
奨
励

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
近
代

社
会
、
困
っ
た
も
の
だ
。
日

本
に
も
子
づ
く
り
を
説
く
新

興
宗
教
は
存
在
す
る
が
、
一

般
的
に
は
晩
婚
化
が
進
み
歯

止
め
が
き
か
な
い
。
イ
ス
ラ

ム
教
の
原
理
主
義
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
は
、

現
在
も
女
性
隔
離
の
習
慣
を

踏
襲
す
る
が
、
女
性
の
社
会

進
出
よ
り
も
家
庭
重
視
、
子

育
て
重
視
の
政
策
を
か
た
く

な
に
厳
守
す
る
。
世
界
中
か

ら
批
判
を
浴
び
よ
う
と
も
変

更
し
よ
う
と
し
な
い
の
に
は

驚
く
。
一
夫
多
妻
を
容
認
す

る
イ
ス
ラ
ム
教
の
世
界
で

は
、
少
子
化
現
象
は
見
ら
れ

な
い
。

　
日
本
の
少
子
化
は
深
刻
で

あ
る
。自
治
体
に
よ
っ
て
は
、

子
育
て
費
用
の
支
援
や
出
産

お
祝
い
金
の
支
出
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
恵
を
繰
り
出
し
て

も
少
子
化
の
波
は
大
き
く
な

る
ば
か
り
。
昨
年
の
死
亡
者

数
は
戦
後
最
多
の
約
１
４
４

万
人
だ
か
ら
、
１
年
で
約


万
人
の
人
口
減
少
、
か
な
り

大
き
な
都
市
が
消
滅
し
た
こ

と
に
な
る
。
毎
年
毎
年
、
こ

の
状
況
が
続
け
ば
全
国
の
自

治
体
が
や
が
て
過
疎
地
と
な

っ
て
し
ま
う
。

　
２
０
２
１
年
の
婚
姻
件
数

は

万
１
１
１
６
組
、
戦
後

最
小
と
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
っ
た
に
せ

よ
、
結
婚
を
奨
励
す
る
政
策

も
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
祝
金
を
弾
む
、
住

宅
の
世
話
を
す
る
な
り
優
遇

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
決
定

打
に
欠
け
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ

ー
教
の
ご
と
く
、
結
婚
を
勧

め
る
だ
け
で
は
な
く
、
部
族

集
団
が
面
倒
を
み
る
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
て
い
た
ご
と

く
、
各
自
治
体
は
大
胆
な
政

策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

り
、
総
務
省
が
支
援
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
新
婚
５
年
間
、

万
円
ま

で
の
家
賃
を
国
と
自
治
体
が

負
担
す
る
。
６
年
間
毎
月
子

育
て
補
助
金
を
１
人
に
つ
き

３
万
円
を
出
す
。
か
か
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
支
援
策
を
国

や
自
治
体
が
打
ち
出
さ
な
い

限
り
、
人
口
減
少
は
解
決
で

き
な
い
。
岸
田
内
閣
は
、
新

し
い
資
本
主
義
政
策
の
前

に
、
日
本
国
の
人
口
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
ま
で
少
子
化
が
加
速

し
、
重
大
な
危
機
を
迎
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政

府
も
各
自
治
体
も
の
ん
き
す

ぎ
る
。
３
年
も
す
れ
ば
、
全

国
の
幼
稚
園
は
ガ
ラ
ガ
ラ
と

な
る
が
、
そ
の
前
に
保
育
園

で
閑
古
鳥
が
鳴
く
。
わ
ず
か

数
年
前
に
「
保
育
園
が
足
り

な
い
！
」
と
い
っ
て
大
騒
ぎ

し
た
が
、
あ
れ
は
主
婦
の
社

会
進
出
と
核
家
族
化
の
影
響

で
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
増
加

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

大
騒
ぎ
す
べ
き
は
、
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
再
来
さ
す
べ
く
政

策
の
提
言
で
あ
っ
た
。
大
局

を
誤
る
人
気
取
り
政
治
家
が

多
く
て
、
日
本
は
衰
退
の
方

向
に
あ
る
。
国
家
の
安
全
保

障
並
み
の
予
算
で
、
出
生
者

数
を
増
加
さ
せ
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
。

　
手
元
に
１
枚
の
集
合
写
真
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
７
年
６
月

に
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
第
２

回
生
産
性
向
上
国
民
運
動
推
進

協
議
会
で
一
連
の
報
告
と
首
相

あ
い
さ
つ
の
後
に
宿
泊
業
生
産

性
向
上
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
が

安
倍
氏
を
中
央
に
写
っ
て
い
ま

す
。

　
２
０
１
５
年
６
月
に
宿
泊
業

を
含
む
サ
ー
ビ
ス
業
５
業
種
の

生
産
性
向
上
に
向
け
、
官
民
を

あ
げ
た
支
援
体
制
を
開
始
し
、

安
倍
元
首
相
は
「
労
働
力
不
足

の
克
服
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
最

大
の
課
題
で
、
雇
用
の
７
割
を

担
う
サ
ー
ビ
ス
業
は
飛
躍
的
に

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
潜
在
力

を
秘
め
て
い
る
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

月
１
日
に
５
業
種
の
先
頭

を
切
っ
て
日
本
旅
館
協
会
の
当

時
会
長
の
針
谷
氏
が
第
１
回
旅

館
ホ
テ
ル
生
産
性
向
上
協
議
会

を
開
き
、
大
規
模
中
規
模
小
規

模
の
モ
デ
ル
旅
館
が
選
定
さ

れ
、
エ
コ
・
小
委
員
会
も
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
旅
館
の
生
産

性
向
上
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
　

　
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
協
議

会
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は

ト
ヨ
タ
自
動
車
生
産
方
式
を
け

ん
引
す
る
林
南
八
顧
問
が
飲
食

業
の
油
揚
げ
の
生
産
工
程
の
カ

イ
ゼ
ン
指
導
を
行
っ
た
報
告
で

し
た
。
食
品
を
扱
っ
て
い
る
の

に
床
に
汚
れ
が
あ
る
と
指
摘

し
、
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
を
見
え

る
化
す
る
た
め
に
各
作
業
を
１

秒
単
位
で
記
録
し
、
グ
ラ
フ
化

し
て
労
働
生
産
性
を

％
上
げ

る
手
法
に
は
目
を
み
は
り
ま
し

た
。
不
良
品
の
廃
棄
ロ
ス
の
低

減
に
取
り
組
み
、
良
品
率
１
０

０
％
を
当
た
り
前
と
す
る
考
え

方
に
す
ご
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
も
う
１
件
は
キ
ヤ
ノ
ン
の
生

産
本
部
生
産
革
新
推
進
セ
ン
タ

ー
の
奥
窪
所
長
が
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
生
産
性
向
上
に
取

り
組
ん
だ
報
告
で
す
。
キ
ャ
ベ

ツ
を
半
分
に
切
っ
て
ラ
ッ
プ
す

る
作
業
で
、
ま
と
め
て
切
っ
て

か
ら
ラ
ッ
プ
す
る
「
ま
と
め
加

工
」
を
半
分
に
切
っ
て
は
ラ
ッ

プ
す
る
「
一
個
流
し
加
工
」
に

改
善
す
る
こ
と
で

％
の
生
産

性
向
上
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
エ
コ
・
小
委
員
会
も
旅
館

の
食
器
洗
浄
の
カ
イ
ゼ
ン
で
ビ

デ
オ
撮
影
し
、
秒
単
位
で
記
録

し
ま
し
た
が
、
そ
の
精
度
と
分

析
力
は
及
び
も
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
あ
れ
か
ら
５
年
間
、
旅
館
の

生
産
性
向
上
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
が
な
か
な
か
成
果
が
上
が

り
ま
せ
ん
。
先
日
針
谷
さ
ん
の

講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
の
会
食

の
席
で
食
器
の
前
洗
い
は
絶
対

に
さ
せ
な
い
、
食
器
洗
浄
機
は

す
す
ぎ
機
で
は
な
い
と
旅
館
を

科
学
す
る
の
が
信
条
の
針
谷
さ

ん
ら
し
い
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
人
手
不
足
を
解
決
す

る
に
は
生
産
性
を
上
げ
る
し
か

な
い
の
で
す
。
安
倍
元
首
相
は

忙
し
い
政
治
日
程
の
中
で
、
１

％
の
無
駄
も
見
逃
さ
な
い
一
流

企
業
の
姿
勢
を
サ
ー
ビ
ス
産
業

に
間
近
に
見
せ
て
く
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
安
倍

氏
の
４
学
年
上
の
中
高
の
同
窓

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意

思
を
全
う
す
る
こ
と
で
追
悼
し

た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
旅
館
の
人
手
不
足
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
深
刻
で
あ
り
、
今
後
も
続
く
見
通

し
で
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
、
石
川
県

の
和
倉
温
泉
に
あ
る
多
田
屋
旅
館
へ

都
内
の
大
学
生
が
夏
休
み
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
や
っ
て
く
る
。
前
夏
に
多
田

屋
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
２
名
の
う
ち
の
１
名
が
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
都
内
の
ホ
テ
ル
か
ら
内
々
定
を
も

ら
っ
て
い
る
大
学
４
年
生
で
、
就
職

活
動
を
終
え
た
夏
休
み
１
カ
月
間
を

多
田
屋
で
働
く
予
定
だ
。
彼
は
昨
年

イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
２
週
間
を
過

ご
し
、
旅
館
業
の
楽
し
さ
と
厳
し
さ

や
宿
泊
業
が
地
域
で
果
た
す
役
割
を

学
ん
だ
こ
と
か
ら
ホ
テ
ル
へ
の
就
職

に
至
っ
た
。
も
と
も
と
宿
泊
業
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
た
め
観
光
を
学
ん

で
い
た
が
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
や
観
光
地
の
説
明
を
宿
泊
客
に

し
た
時
の
や
り
と
り
が
忘
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
。
こ
の
経
験
か
ら
、
和
倉

温
泉
や
能
登
が
彼
に
と
っ
て
の
第
二

の
故
郷
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
受
け
入

れ
る
旅
館
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。
大
学
生
や
若
い
世
代
が

少
な
い
地
域
で
は
、
都
会
の
大
学
生

の
感
覚
を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
多
田
屋
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生

が
一
生
懸
命
に
業
務
に
挑
戦
す
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、
従
業
員
へ
の

刺
激
に
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
今

回
は
、
繁
忙
期
の
ア
ル
バ
イ
ト
確
保

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
へ
の
説

明
や
教
育
、
大
学
と
の
や
り
取
り
に

時
間
や
労
力
を
取
ら
れ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
社
会
貢
献
で
あ
る
た
め
、
必

ず
し
も
採
用
に
結
び
つ
か
な
い
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
自
分
た
ち
が

持
っ
て
い
な
い
経
営
資
源
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
調
達
す
る

か
、
使
わ
な
い
で
済
む
方
法
を
考
え

る
か
、そ
こ
で
育
成
す
る
か
に
な
る
。

　
今
回
の
よ
う
に
、
学
生
が
旅
館
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
成

長
し
、
そ
の
後
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

繁
忙
期
に
活
躍
す
る
サ
イ
ク
ル
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
場
合
は
、
学
生
と

受
け
入
れ
側
の
両
者
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
人
手

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
パ
ー
ト

ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
う
だ
け
で
は
な
く

低
学
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
け
入
れ
る
こ
と
も
一
策
で
あ
ろ

う
。

　
（
文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光

学
科
准
教
授
　
一
般
社
団
法
人
日
本

宿
泊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
協
会
会
員

　
種
村
聡
子
）
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

（５） 第３１３７号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）８月１日（月曜日）

　
経
済
産
業
省
は
７
月


日
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
５
月
分
確
報

を
公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
業
の
趣
味
・
娯
楽
関
連

５
業
種
の
売
上
高
は
、
遊
園

地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク（
Ｔ
Ｐ
）

が
前
年
同
月
比
２
１
５
・
５

％
増
の
４
８
５
億
２
８
０
０

万
円
と
、
７
カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。
同
月
は
ゴ
ル
フ
場

な
ど
４
業
種
が
前
年
同
月
比

増
加
。
減
少
は
ゴ
ル
フ
練
習

場
の
１
業
種
の
み
だ
っ
た
。

　
Ｔ
Ｐ
は
前
年
同
月
に
緊
急

事
態
宣
言
な
ど
が
発
令
さ
れ

た
関
係
で
大
き
く
増
加
し

た
。
内
訳
を
見
る
と
、
入
場

料
金
、
施
設
利
用
料
金
収
入

が
２
０
７
・
６
％
増
加
。
入

場
者
数
は
一
般
が
１
７
８
・

３
％
、
団
体
が
３
０
６
・
１

％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
全
体

で
１
８
４
・
２
％
増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は

・
１
％
増

の
１
０
９
億
２
６
０
０
万
円

と
３
カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
料
金
収
入
が

・
１
％
、

利
用
者
数
が

・
６
％
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
１
０
８

・
４
％
増
の

億
８
３
０
０

万
円
と
７
カ
月
連
続
で
増

加
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
２
・

０
％
増
の
２
２
０
６
億
９
４

０
０
万
円
と
２
カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
２
・
５

％
減
の

億
９
千
万
円
と
２

カ
月
連
続
で
減
少
。
利
用
者

数
が
１
・
９
％
減
少
し
た
。

　
日
本
銀
行
は
こ
の
ほ
ど
、

地
域
経
済
報
告
（
さ
く
ら
レ

ポ
ー
ト
）
の
７
月
分
を
公
表

し
た
。
全
国
９
地
域
の
景
気

の
総
括
判
断
は
、
近
畿
な
ど

７
地
域
で
前
回
（
４
月
）
判

断
か
ら
上
方
修
正
。
関
東
甲

信
越
と
東
海
の
２
地
域
が
前

回
並
み
で
、
下
方
修
正
の
地

域
は
な
か
っ
た
。
個
人
消
費

へ
の
感
染
症
の
影
響
が
和
ら

ぐ
中
、
多
く
の
地
域
で
「
緩

や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
」

な
ど
と
し
た
。
宿
泊
事
業
者

か
ら
は
「
国
内
客
は
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
近
く
ま
で
回

復
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
前
回
「
持
ち
直
し
の
動
き

が
一
服
し
て
い
る
」
と
し
た

東
北
と
北
陸
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い

る
」
「
基
調
と
し
て
は
持
ち

直
し
て
い
る
」
と
、
判
断
を

上
方
修
正
し
た
。
九
州
・
沖

縄
も
「
持
ち
直
し
の
ペ
ー
ス

が
鈍
化
し
て
い
る
」
か
ら

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い

る
」
に
上
方
修
正
し
た
。

　
各
地
域
の
観
光
に
関
す
る

記
述
で
は
、
「
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い

る
」
（
北
海
道
）
、
「
旅
行

取
り
扱
い
、
ホ
テ
ル
・
旅
館

の
宿
泊
者
数
は
、
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の

の
、
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
」

（
北
陸
）
な
ど
と
言
及
し
て

い
る
。

　
各
地
域
の
企
業
か
ら
の
主

な
声
は
次
の
通
り
。

　
「
県
民
割
の
再
開
に
よ
り

旅
行
需
要
が
大
き
く
後
押
し

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
高
価
格

帯
の
客
室
が
人
気
と
な
っ
て

お
り
、
宿
泊
単
価
の
上
昇
に

も
寄
与
し
て
い
る
」（
東
北
、

宿
泊
）
。

　
「
感
染
状
況
が
落
ち
着
く

中
、
客
室
稼
働
率
は
８
割
弱

ま
で
持
ち
直
し
て
い
る
。
個

人
客
は
県
民
割
な
ど
の
需
要

喚
起
効
果
か
ら
県
内
在
住
者

を
中
心
に
回
復
。
団
体
客
も

修
学
旅
行
需
要
や
企
業
イ
ベ

ン
ト
の
再
開
を
背
景
と
し
た

法
人
需
要
が
持
ち
直
し
て
い

る
」（
関
東
甲
信
越
、宿
泊
）。

　
「
感
染
症
禍
前
に
は
な
お

隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
客

室
稼
働
率
は
緩
や
か
に
回
復

し
て
お
り
、
足
も
と
で
は
安

定
的
に
６
割
程
度
を
確
保
し

て
い
る
。
先
行
き
は
、
入
国

制
限
措
置
が
一
段
と
緩
和
さ

れ
る
も
と
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
盛
り
上
が
り
、
客
室

稼
働
率
が
上
昇
す
る
こ
と
を

期
待
」
（
東
海
、
宿
泊
）
。

　
「
Ｇ
Ｗ
は
昨
年
と
異
な
り

関
東
、
九
州
、
沖
縄
等
へ
の

旅
行
が
好
調
だ
っ
た
。
夏
に

向
け
地
域
限
定
の
観
光
振
興

策
の
適
用
範
囲
の
拡
大
で
旅

行
予
約
が
増
加
す
る
こ
と
を

期
待
」
（
近
畿
、
旅
行
）
。

　
「
宿
泊
客
数
は
、
県
の
需

要
喚
起
策
の
対
象
が
近
隣
県

在
住
者
に
も
拡
大
さ
れ
た

中
、
県
内
客
に
加
え
、
近
隣

県
を
中
心
と
し
た
県
外
客
に

つ
い
て
も
回
復
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、増
加
傾
向
に
あ
る
」

（
中
国
、
宿
泊
）
。

　
「
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
個
人
客
の

予
約
が
堅
調
に
増
加
。
国
内

旅
行
が
中
心
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
皆
減
し
て
い
た
海
外
旅

行
の
需
要
も
見
ら
れ
て
い

る
」
（
四
国
、
旅
行
）
。

　
「
感
染
状
況
が
落
ち
着
く

中
で
、
延
期
さ
れ
て
い
た
修

学
旅
行
の
実
施
が
多
く
見
ら

れ
て
お
り
、
客
室
稼
働
率
の

押
し
上
げ
要
因
と
な
っ
て
い

る
」（
九
州
・
沖
縄
、宿
泊
）。

　
内
閣
府
は
７
月

日
、
第

５
回
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け

る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。「
感
染
収
束
後
、

感
染
拡
大
前
よ
り
も
多
く
実

施
し
た
い
」
と
の
回
答
率
が

高
か
っ
た
活
動
は
「
日
帰
り

旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー（
国
内
）」

と
「
宿
泊
旅
行
（
国
内
）
」

で
、
と
も
に

・
４
％
と
１

位
に
な
っ
た
。

　
３
位
以
下
は
「
外
食
」

（

・
６
％
）
、
「
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
」（

・
０
％
）、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
」
（


・
１
％
）
、「
繁
華
街
（
モ
ー

ル
等
）で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

（

・
５
％
）
、
「
海
外
旅

行
」
（

・
４
％
）
、
「
帰

省
」
（

・
３
％
）
な
ど
。

　
行
動
再
開
に
当
た
っ
て
重

視
す
る
情
報
は
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
要
請
や
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
再
開

な
ど
「
政
府
の
対
策
内
容
」

が

・
１
％
と
ト
ッ
プ
。

「
新
規
感
染
者
数
の
推
移
」

（

・
８
％
）
、
「
地
方
自

治
体
の
対
策
内
容
や
呼
び
掛

け
」
（

・
９
％
）
、
「
世

間
の
動
向
」（

・
９
％
）、

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
」

（

・
３
％
）
が
続
い
て
い

る
。

　
調
査
は
６
月
１
～
９
日
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
内
在

住
の
モ
ニ
タ
ー
に
実
施
。
１

万

人
が
回
答
し
た
。


